
○今般の出入国管理法等の改正は、主にわが国の労働力不足への対応を目的としているが、受け入れる
外国人材は、地域経済の担い手であるとともに、地域でともに暮らす生活者でもある。

○このため、在住外国人が多い指定都市として、日本人と外国人がお互いの文化や価値観に対する理解と
尊重を深め、共生社会を実現することを目指し、「外国人材の受入・共生社会実現プロジェクト」を
設置し、具体的な対応を検討する。

１ 趣旨

「外国人材の受入・共生社会実現プロジェクト」の設置について

在住外国人に対し自治体が行う生活支援に対する国の支援の拡充、社会保障や日本語教育の充実な
ど、日本人と外国人がお互いの文化や価値観に対する理解と尊重を深め、共生社会を実現するための
政策を提言する。

２０１９年 １月 プロジェクトのメンバー決定・活動開始
５月 第１回プロジェクト会議（課題の共有）
７月 第２回プロジェクト会議

１１月 第３回プロジェクト会議
共生社会実現に向けた国への提言

２ テーマ・調査・研究事項

４ 今後のスケジュール（案）

鈴木 康友 浜松市長（副会長・国会議員の会特命担当）

３ 担当市長
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